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中種子
な か た ね

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

中学部
ちゅうがくぶ

生徒
せ い と

心得
こころえ

 
 

１ 
こう

校
ない

内
せい

生
かつ

活の決
き

まり  

（１） 
とう

登
こう

校時間
じ か ん

 

    ア 朝
あさ

は 8:30 までに登校
とうこう

しましょう。 

      イ 
とう

登
こう

校したら，着
き

替
が

えや
に

荷
もつ

物の整
せい

理
り

などをすませ，朝
あさ

自習
 じしゅう

や係
かかり

活動
かつどう

などに取り組み
と  く  

ましょう。 

  （２） 
けっ

欠
せき

席や
ち

遅
こく

刻の
ば

場
あい

合 

    ア 
けっ

欠
せき

席や
ち

遅
こく

刻をする祭
さい

は，
かなら

必 ず保
ほ

護
ご

者
しゃ

から
がっ

学
こう

校（
たん

担
にん

任）へ
れん

連
らく

絡して  

もらいましょう。 

    イ 
つう

通
がく

学バスを利
り よう

用する
せいと

生徒はバス添乗
てんじょう

の先生
せんせい

へ，通学
つうがく

タクシーを利
り よう

用する          

生徒
せいと

は
がっ

学
こう

校へ
れん

連
らく

絡してもらいましょう。 

  （３） 自分
じ ぶ ん

から
げん

元
き

気よく気
き

持
も

ちの良
よ

いあいさつをしましょう。 

  （４） 
やす

休み
じ

時
かん

間は，
つぎ

次の
じゅ

授
ぎょう

業 の
じゅん

準
び

備をし，
じゅ

授
ぎょう

業 始
はじ

まりのチャイムが鳴
な

る
まえ

前に席
せき

について待
ま

つようにしましょう。 

  （５） みんなで
つか

使うものは
だい

大
じ

事に取
と

り
あつか

扱 い，壊
こわ

した場
ば

合
あい

は，
かなら

必 ず
たん

担
にん

任へ    
ほう

報
こく

告しましょう。 

  （６） 
ろう

廊
か

下は右側
みぎがわ

を歩
ある

きましょう。 

 （７） 
ゆう

遊具
 ぐ

などは，友達
ともだち

と
こうたい

交代で
なか

仲良
よ

く
つか

使いましょう。 

 （８） 先生
せんせい

や友達
ともだち

，来校者
らいこうしゃ

と話
はな

すときは，言葉
こ と ば

づかいに気
き

を付
つ

けましょう。 
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（９） 自分
じ ぶ ん

の学級
がっきゅう

以
い

外
がい

の教室
きょうしつ

や部屋
へ や

に入
はい

るときは，
かなら

必 ず用件
ようけん

を伝
つた

え，許可
き ょ か

  

をもらってから入りましょう。 

 

〈入室
にゅうしつ

するとき〉 ① 「○学部
が く ぶ

○年
ねん

○組
くみ

の××です。」 

          ② 「△△先生
せんせい

（○○さん）に用事
よう じ

があります。」 

           入
はい

ってもいいですか。」 

         ③ 「失礼
しつれい

します。」 

〈退出
たいしゅつ

するとき〉④ 「失礼
しつれい

しました。」 
 

 

２ 
こう

校
がい

外
せい

生
かつ

活の
き

決まり 

  （１） 
がい

外
しゅつ

出 するときは，『行
い

き
さき

先』『
だれ

誰と行
い

くか』『
なに

何をするか』『
かえ

帰りの 

    時
じ かん

間』などを家
か

族
ぞく

や学園
がくえん

の方
かた

に
つた

伝えましょう。 

  （２） 夜
や

間
かん

外
がい

出
しゅつ

や
がい

外
はく

泊は，必ず
かなら  

保
ほ

護
ご

者
しゃ

の
かた

方と
いっ

一
しょ

緒にしましょう。 

  （３） ゲームセンターやカラオケは，保
ほ

護
ご

者
しゃ

と
いっ

一
しょ

緒に行
い

きましょう。 

     （※成人
せいじん

の友達
ともだち

や卒業生
そつぎょうせい

は，保護者
ほ ご し ゃ

ではありません。）  

  （４） 事
じ

故
こ

や事件
じ け ん

にあったら，
かなら

必 ず
がっ

学
こう

校へ
れん

連
らく

絡しましょう。 

  （５） 
うみ

海や
やま

山など
き

危
けん

険な
ば

場
しょ

所には，友達
ともだち

だけで行
い

ってはいけません。 

  （６） 
こう

交
さい

際については，中学
ちゅうがく

生
せい

として
のぞ

望ましいつき合
あ

い方
かた

を考
かんが

えましょう。   

また，相手
あ い て

との適切
てきせつ

な距離
き ょ り

を保
たも

って行動
こうどう

しましょう。 

 

３ 
ふく

服
そう

装の
き

決まり 

  （１） 
とく

特
べつ

別な
ば

場
あい

合を
のぞ

除き，
せい

制
ふく

服で登
とう

下
げ

校
こう

しましょう。
さむ

寒さ対策
たいさく

・体温
たいおん

調節
ちょうせつ

など，必要
ひつよう

に応
おう

じて防寒
ぼうかん

着
ぎ

（黒
くろ

，紺
こん

など華美
か び

でないもの）の使用
し よ う

ができ

ます。 

  （２） 
せい

制
ふく

服・
たい

体
いく

育
ふく

服・ジャージ
とう

等は，整
ととの

えて着
き

ましょう。
き

着
が

替えで
たい

体
いく

育
ふく

服  

の代
か

わりにＴ
てぃー

シャツを着
き

ることができます。華美
か び

でないものとしま 
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す。 

  （３） 屋外
おくがい

での
がく

学
しゅう

習 や
こう

校
がい

外
がく

学
しゅう

習 のときは，帽
ぼう

子
し

を
ちゃく

着
よう

用しましょう。 

  （４） 上
うわ

履
ば

きや
たい

体
いく

育
かん

館シューズは，定
てい

期
き

的
てき

に家
か

庭
てい

（学園
がくえん

）に持
も

ち帰
かえ

り，洗
あら

う  

ようにしましょう。 

  （５） まゆ
ぞ

剃り，ピアス，
け

化
しょう

粧 ，マニキュアをしてはいけません。 

  （６） 指
ゆび

輪
わ

，ネックレス，ブレスレット，アンクレット，ピアス，イヤリ

ングなどのアクセサリーは身
み

に着
つ

けません。 

【
よ

良い
ふく

服
そう

装】 

  ・ 
がっ

学
こう

校指
し

定
てい

の
せい

制
ふく

服・
たい

体
いく

育
ふく

服 

  ・ 
はん

半そでからはみ出
で

ない下
した

着
ぎ

 

  ・ くつ
した

下 白
しろ

，黒
くろ

，紺
こん

を基
き

調
ちょう

とした無
む

地
じ

でくるぶしが隠
かく

れるもの 

・ スカートの場合
ば あ い

，タイツは
くろ

黒や
こん

紺の無
む

地
じ

のもの 

・ タイツ
ちゃく

着
よう

用
じ

時のくつ
した

下の
いろ

色は，
くろ

黒，
こん

紺を基
き

調
ちょう

としたもの 

  ・ 上履
う わ ば

き（スリッパタイプは不可
ふ か

） 

 ・ 
たい

体
いく

育
かん

館では
たい

体
いく

育
かん

館
よう

用シューズ 

  ・ グラウンドは
うん

運
どう

動
ぐつ

靴 

 

４ 
ほ

保
けん

健・
えい

衛
せい

生
めん

面の
き

決まり 

（１） 登校
とうこう

したら
けん

検
おん

温や健康
けんこう

観察
かんさつ

をしましょう。 

（２） 
からだ

体 の具
ぐ

合
あい

が
わる

悪いときやけがをしたとき，心配
しんぱい

なことがあるときなど 

は，
たん

担
にん

任へ
つた

伝えましょう。 

（３） 感染症
かんせんしょう

に十分
じゅうぶん

注意
ちゅうい

し，手洗
て あ ら

いやうがい，マスクの着用
ちゃくよう

，教室
きょうしつ

の 

換気
か ん き

などをしっかり行う
おこな  

ようにしましょう。 

 

５ 
とう

頭
はつ

髪の
き

決まり 

  （１） 
ちゅう

中
がく

学
せい

生にふさわしい，清潔感
せいけつかん

のある
かみ

髪
がた

型にしましょう。 
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ア 
まえ

前
がみ

髪が
め

目にかからない。 

イ 
かみ

髪が
かた

肩より
なが

長い場
ば

合
あい

は，ゴム(
くろ

黒，
こん

紺，
ちゃ

茶)でまとめる。 

  （２） 
とう

頭
はつ

髪を染
そ

めたりパーマをかけたりするのは禁
きん

止
し

です。 

  （３） 
あさ

朝，
かみ

髪を
ととの

整 える（
ね

寝ぐせをなおすなど）
しゅう

習
かん

慣を身
み

に付
つ

けましょう。 

（４） 整髪料
せいはつりょう

は無香
む こ う

や微
び

香
こう

のものを使
し

用
よう

しましょう。 

 

６ 持
も

ち
もの

物の
き

決まり 

  （１） 
がく

学
しゅう

習 に
ひつ

必
よう

要でないものは，
がっ

学
こう

校へ持
も

ってきてはいけません。 

 （２） 自分
じ ぶ ん

の持
も

ち物
もの

には必
かなら

ず名前
な ま え

を書
か

きましょう。 

  （３） 腕
うで

時
ど

計
けい

を使
つか

うときは，派手
は で

（大
おお

きなサイズ，きらびやかな装飾
そうしょく

など）

でないものにしましょう。 

  （４） 携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

は，学校
がっこう

に持
も

ち込
こ

んではいけません。ただし
とく

特
べつ

別な
じ

事
じょう

情 が

ある場
ば

合
あい

は，担任
たんにん

に
そう

相
だん

談して「
きょ

許
か

可
ねがい

願 」を
てい

提
しゅつ

出 し，許
きょ

可
か

された場
ば

合
あい

の

み持
も

ち込
こ

みが
みと

認められます。その場合，
とう

登
こう

校したら電
でん

源
げん

を切
き

り，
たん

担
にん

任に
あず

預け，下
げ

校
こう

時
じ

に受
う

け取
と

るようにします。 

  （５） 学習
がくしゅう

で使
つか

う道具
ど う ぐ

の使
つか

い方
かた

や片付
か た づ

け方
かた

については，担
たん

任
にん

の指
し

導
どう

を受
う

け，
あん

安
ぜん

全に使
し

用
よう

しましょう。 

 （６） 財
さい

布
ふ

やお
かね

金は，買
か

い
もの

物
がく

学
しゅう

習
とう

等， 

ひつ

必
よう

要なときだけ持
も

ってきましょう。 

  （７） 
がっ

学
こう

校への持
も

ち込
こ

みを許
きょ

可
か

されていないものを
がっ

学
こう

校に持
も

ってきた場
ば

合
あい

は， 

がっ

学
こう

校で
あず

預かって，
ほ

保
ご

護
しや

者に
と

取りに
き

来てもらいます。 

 

７ 徒
と

歩
ほ

・自転車
じてんしゃ

通学
つうがく

の
き

決まり 

  （１） 徒
と

歩
ほ

 

      ア  道
どう

路
ろ

の
みぎ

右
がわ

側を
つう

通
こう

行しましょう。 

    イ 歩
ほ

道
どう

の中
ちゅう

央
おう

を
つう

通
こう

行し，車道
しゃどう

に出
で

ないようにしましょう。 
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    ウ 道
どう

路
ろ

を
わた

渡るときは，横
おう

断
だん

歩
ほ

道
どう

を
つか

使い，
しん

信
ごう

号を
まも

守りましょう。 

エ 交
こう

差
さ

点
てん

では，一
いっ

旦
たん

止
と

まり，左
さ

右
ゆう

を
かく

確
にん

認して，手
て

を上
あ

げて
わた

渡りましょ    

う。  

（２） 自
じ

転
てん

車
しゃ

 

      ア 自
じ

転
てん

車
しゃ

に乗
の

る
さい

際は，保
ほ

護
ご

者
しゃ

・
たん

担
にん

任の許
きょ

可
か

を得
え

て，交通ルールを守り   

ましょう。また，必
かなら

ずヘルメットを着用
ちゃくよう

するようにしましょう。 

イ 自
じ

転
てん

車
しゃ

損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

保
ほ

険
けん

に必
かなら

ず加
か

入
にゅう

しましょう。 

      ウ 危
あぶ

ないこと（二
ふた

人
り

乗
の

り，手
て

放
ばな

し運転
うんてん

）は絶対
ぜったい

にしてはいけません。 

    エ 乗
の

る前
まえ

の
てん

点
けん

検や
の

乗った
あと

後の片
かた

付
づ

けをしっかりと
おこな

行 いましょう。 

 

８ バス・タクシーの通学
つうがく

の決
き

まり 

  （１） バス・タクシー発車
はっしゃ

時刻
じ こ く

の５
ふん

分
まえ

前には出発所
しゅっぱつじょ

に着
つ

くようにしましょ

う。 

  （２） 
うん

運
てん

転
しゅ

手さんやバス
てんじよう

添 乗の
せん

先
せい

生に，気
き

持
も

ちの良
よ

いあいさつをしましょ

う。 

  （３） 
しゃ

車
ない

内でのマナーやルールを
まも

守り，
まわ

周りの
ひと

人に
めい

迷
わく

惑にならないようにし       

ましょう。 

    ア バスやタクシーの中
なか

では静
しず

かにしましょう。 

イ 座
ざ

席
せき

に
すわ

座ったらシートベルトを締
し

めましょう。   

    ウ 
まど

窓から手
て

や顔
かお

を出
だ

したりしてはいけません。 

    エ 感染症
かんせんしょう

流 行 中
りゅうこうちゅう

やせきやくしゃみが出
で

る場合
ば あ い

は，マスクを着用
ちゃくよう

し   

ましょう。 

 

９ その他
  た

 

 （１） 携帯
けいたい

電話
で ん わ

やインターネットを扱
あつか

う機器
き き

を使
つか

うときは（必
かなら

ずフィル

タリング設定
せってい

を行
おこな

い），使用
し よ う

のルールを家
か

族
ぞく

や学園
がくえん

の方
かた

と話
はな

し合
あ

って
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決
き

め，必
かなら

ず守
まも

るようにしましょう。また，メールやＳＮＳ
えすえぬえす

等
など

に個人
こ じ ん

情報
じょうほう

（住所
じゅうしょ

や写真
しゃしん

等
など

），友達
ともだち

の悪口
わるぐち

，うわさ話
ばなし

等
など

，絶対
ぜったい

に書
か

き込
こ

ま

ないようにしましょう。 


